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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フューエルデリバリパイプ本体の一面に、燃料の流出孔を開口するとともにインジェク
ターを接続するホルダー部を設けた管状継手の側面に、燃料を導入する導入孔を開口し、
この導入孔を設けた管状継手の側面を、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔を設けた
一面に接触して流出孔と導入孔とを連通させて燃料の流通路を設け、この流通路の外周を
溶接固定又はろう付け固定する事により管状継手とフューエルデリバリパイプ本体とを連
結した事を特徴とするフューエルデリバリパイプ。
【請求項２】
　フューエルデリバリパイプ本体は、フューエルデリバリパイプ本体の変形を抑制可能な
固定部材を、管状継手の外面を跨いでフューエルデリバリパイプ本体に接続固定した事を
特徴とする請求項１のフューエルデリバリパイプ。
【請求項３】
　フューエルデリバリパイプ本体と管状継手とは、フューエルデリバリパイプ本体の変形
を抑制可能な介装部材を介在させて溶接固定又はろう付け固定するとともに、この介装部
材に設けた貫通孔を介して、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔と管状継手の導入孔
とを連通させた事を特徴とする請求項１又は２のフューエルデリバリパイプ。
【請求項４】
　介装部材は、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔の外面に接続固定したブラケット
であり、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔に対応してブラケットに貫通孔を設ける
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とともに、このブラケットに管状継手を接触して溶接固定又はろう付け固定し、ブラケッ
トに設けた貫通孔を介して、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔と管状継手の導入孔
とを連通させた事を特徴とする請求項３のフューエルデリバリパイプ。
【請求項５】
　管状継手のフューエルデリバリパイプ本体への接続部は、フューエルデリバリパイプ本
体の壁面と対応した形状とし、管状継手とフューエルデリバリパイプ本体とを面接触によ
り連結した事を特徴とする請求項１、２、３又は４のフューエルデリバリパイプ。
【請求項６】
　管状継手は、ホルダー部を一体に形成した事を特徴とする請求項１、２、３、４又は５
のフューエルデリバリパイプ。
【請求項７】
　管状継手は、ホルダー部を別体に形成した事を特徴とする請求項１、２、３、４又は５
のフューエルデリバリパイプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子燃料噴射式自動車用エンジンの燃料加圧ポンプから送給された燃料を、
エンジンの吸気管やシリンダー内にインジェクターを介して供給するためのフューエルデ
リバリパイプに係るもので、インジェクターを接続する管状継手に対する、燃料流動時の
内圧による応力集中による変形を小さくして、円滑な燃料供給を可能とするとともに、フ
ューエルデリバリパイプの耐久性を向上させる事を目的とするものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のインジェクターを設けてエンジンの複数の吸気管や気筒内にガソリン等の
燃料を供給するフューエルデリバリパイプが知られている。その構成は、例えば図１６、
図１７に示す従来例１の如く、断面形状が偏平なフューエルデリバリパイプ本体(１)の壁
面に、一端にインジェクター(図示せず)のホルダー部(２)を設けた６本の管状継手(３)を
直角に接続固定している。この接続は、フューエルデリバリパイプ本体(１)に燃料の導出
口(４)を６箇所開口し、この導出口(４)の各々に、燃料の導入口(５)を設けた管状継手(
３)の他端を挿入接続するものである。更に、管状継手(３)は、他端から一定間隔を介し
た外周に、図１７に示す如く、フランジ部(７)を設け、このフランジ部(７)をフューエル
デリバリパイプ本体(１)の外表面に係合し、管状継手(３)とフューエルデリバリパイプ本
体(１)とを直角に溶接固定又はろう付け固定している。
【０００３】
　このフューエルデリバリパイプ本体(１)と管状継手(３)との接続により、燃料の導出口
(４)と導入口(５)とが連通し、フューエルデリバリパイプ本体(１)の燃料を、管状継手(
３)を介して、ホルダー部(２)に接続したインジェクター(図示せず)に供給可能となる。
【０００４】
　また、特許文献１～３に示す如く、管状継手を介在する事なく、フューエルデリバリパ
イプ本体に直にホルダー部を接続したものも存在する。これらの従来発明は、図１８、図
１９に示す従来例２の如く、フューエルデリバリパイプ本体(１)の壁面に導出口(４)を設
け、この導出口(４)に挿入可能な挿入部(６)を、筒形のホルダー部(２)の上壁に突設して
いる。そして、この挿入部(６)に燃料の導入口(５)を設けている。
                                                                        
【０００５】
　そして、ホルダー部(２)の挿入部(６)を導出口(４)に直角に挿入するとともにフューエ
ルデリバリパイプ本体(１)の外表面にホルダー部(２)の上壁を当接させ、この上壁とフュ
ーエルデリバリパイプ本体(１)の外表面、及び挿入部(６)の外周とフューエルデリバリパ
イプ本体(１)の内表面とを溶接固定又はろう付け固定している。これにより、フューエル
デリバリパイプ本体(１)とホルダー部(２)とを接続固定するとともに、燃料の導出口(４)



(3) JP 4199709 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

と導入口(５)とを連通させ、フューエルデリバリパイプ本体(１)の燃料を、ホルダー部(
２)に接続したインジェクター(図示せず)に供給可能としている。
【特許文献１】特開２０００－３２０４２２号公報
【特許文献２】特開２０００－３２９０３０号公報
【特許文献３】特開２０００－３２９０３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記の各従来技術では、円形の導出口(４)に円形の管状継手(３)や挿入
部(６)を直角に挿入して接続固定しているから、これらの接続部の接触面積は、導出口(
４)の環状の内端面の肉厚に対応した少ない接触面積のみとなる。従って、燃料噴射時の
内圧の変化により、フューエルデリバリパイプ本体(１)の壁面が大きく変形したり、強い
変形力が作用した際に、接続部の外周のフィレット(８)やその周辺を膨張させようとする
強い引っ張り変形応力が作用し、この変形応力が導出口(４)の内端面と管状継手(３)又は
挿入部(６)の外周面との接触面に直角方向に作用して、接触面の一部に強い変形応力が集
中するものとなっていた。その結果、フィレット(８)及び／又はフィレット(８)脇の母材
に亀裂を生じて接続部の気密性が低下し、燃料漏れ等の不具合を生じる虞があった。
【０００７】
　本発明は上述の如き問題を解決するため、燃料の流動圧や噴射圧等によるフューエルデ
リバリパイプ本体に変形力が作用した際に、フューエルデリバリ本体と管状継手との接続
部の一部に変形応力が集中するのを抑制する事を可能とするものである。そして、フュー
エルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の気密性を長期間に亘り保持して、燃料漏
れ等のない、良好な燃料噴射を持続可能とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は上述の如き課題を解決するため、フューエルデリバリパイプ本体の一面に、燃
料の流出孔を開口するとともにインジェクターを接続するホルダー部を設けた管状継手の
側面に、燃料を導入する導入孔を開口し、この導入孔を設けた管状継手の側面を、フュー
エルデリバリパイプ本体の流出孔を設けた一面に接触して流出孔と導入孔とを連通させて
燃料の流通路を設け、この流通路の外周を溶接固定又はろう付け固定する事により管状継
手とフューエルデリバリパイプ本体とを連結して成るものである。
【０００９】
　また、フューエルデリバリパイプ本体は、フューエルデリバリパイプ本体の変形を抑制
可能な固定部材を、管状継手の外面を跨いでフューエルデリバリパイプ本体に接続固定し
ても良い。
【００１０】
　また、フューエルデリバリパイプ本体と管状継手とは、フューエルデリバリパイプ本体
の変形を抑制可能な介装部材を介在させて溶接固定又はろう付け固定するとともに、この
介装部材に設けた貫通孔を介して、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔と管状継手の
導入孔とを連通させても良い。
【００１１】
　また、介装部材は、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔の外面に接続固定したブラ
ケットであり、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔に対応してブラケットに貫通孔を
設けるとともに、このブラケットに管状継手を接触して溶接固定又はろう付け固定し、ブ
ラケットに設けた貫通孔を介して、フューエルデリバリパイプ本体の流出孔と管状継手の
導入孔とを連通させても良い。
【００１２】
　また、管状継手のフューエルデリバリパイプ本体への接続部は、フューエルデリバリパ
イプ本体の壁面と対応した形状とし、管状継手とフューエルデリバリパイプ本体とを面接
触により連結しても良い。
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【００１３】
　また、管状継手は、ホルダー部を一体に形成しても良い。
【００１４】
　また、管状継手は、ホルダー部を別体に形成しても良い。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は上述の如く構成したもので、インジェクターのホルダー部を設けた管状継手の
側面を、フューエルデリバリパイプ本体の一面に溶接固定又はろう付け固定しているので
、フューエルデリバリパイプ本体と管状継手とは、互いの壁面が平行となって平面的に接
触するものとなる。そのため、従来公知例の如くフューエルデリバリパイプ本体と管状継
手等とを直角に交差させて接続固定した場合に比較して、接続部の接触面積を著しく増大
する事ができる。また、従来公知例の如くフューエルデリバリパイプ本体と管状継手等と
が直角に突き当たる場合に比べて、本発明の如く平行に突き当たる方が、変形応力を分散
して一部への集中を抑制する事ができる。
【００１６】
　従って、燃料の流動及び燃料噴射による変形応力が分散されて、フィレット及びその付
近への亀裂の発生等を抑制して、接続部の気密性を長期間に亘り保つ事ができ、燃料漏れ
等のない、良好な燃料噴射が可能となり、耐久性に優れる高品質のフューエルデリバリパ
イプを得る事ができる。
【実施例１】
【００１７】
　以下、本発明のフューエルデリバリパイプの実施例１を図１、２に於いて詳細に説明す
れば、(10)は管軸に対して直角方向の断面形状を正方形とするフューエルデリバリパイプ
本体で、一端に燃料導入管(図示せず)が接続され、この燃料導入管は、床下配管(図示せ
ず)を介して燃料タンク(図示せず)に連結されている。そして、この燃料タンクの燃料が
床下配管を介して燃料導入管に移送され、燃料導入管からフューエルデリバリパイプ本体
(10)へと流動するものである。そして、フューエルデリバリパイプ本体(10)内の燃料が、
後述の管状継手(11)に接続したインジェクター(図示せず)から、吸気管やシリンダー内に
噴射されるものである。
【００１８】
　上記フューエルデリバリパイプ本体(10)は、管軸方向に長尺な４つの上下壁(12)及び両
側壁(13)を有し、上下壁(12)の一面に、燃料の流出孔(14)を３箇所開口している。一方、
フューエルデリバリパイプ本体(10)からの燃料をインジェクターに供給する管状継手(11)
は、側面形状をコ字形に形成し、その両端にインジェクターを接続するホルダー部(15)を
設けるとともに、管状継手(11)の側面に、燃料を導入する導入孔(16)を開口している。ま
た、ホルダー部(15)は、管状継手(11)の本体と一体に形成しても良いし、別個に形成して
、管状継手(11)の本体に溶接固定又はろう付け固定しても良いし、螺着固定により接続す
るように形成しても良い。
【００１９】
　そして、この導入孔(16)を設けた管状継手(11)の側面を、フューエルデリバリパイプ本
体(10)の流出孔(14)を設けた上下壁(12)に、互いの管軸が交差するように接触配置し、流
出孔(14)と導入孔(16)とを連通させる。この連通により、フューエルデリバリパイプ本体
(10)から管状継手(11)への燃料の流通路(17)を形成している。そして、図２に示す如く、
この流通路(17)の外周に於いて、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)とを
溶接固定又はろう付け固定する事により、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手
(11)とを連結している。
【００２０】
　このような配置により、フューエルデリバリパイプ本体(10)の上下壁(12)と管状継手(1
1)の壁面とを平行に配置する事ができ、従来公知例の如くフューエルデリバリパイプ本体
(１)と管状継手(３)等を直角に接続した場合に比べ、接続部の接触面積を著しく増大させ
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る事ができる。更に、溶けた金属材やろう材のフィレット(18)により、フューエルデリバ
リパイプ本体(10)と管状継手(11)との接触面積を更に増大させる事ができるとともに、接
続強度が強固となり、接続安定性を高める事が可能となる。
【００２１】
　尚、管状継手(11)は、断面形状を円形としているが、フューエルデリバリパイプ本体(1
0)に接続固定する導入孔(16)付近は、図２に示す如く、断面形状を楕円形や長円形とする
偏平形に形成し、管状継手(11)とフューエルデリバリパイプ本体(10)との接触面積をより
多く確保する事を可能としている。更に、フューエルデリバリパイプ本体(10)には、エン
ジン本体に接続固定するためのブラケット(20)を接続固定している。
【００２２】
　上述の如く形成したフューエルデリバリパイプでは、燃料導入管からフューエルデリバ
リパイプ本体(10)に燃料が導入されると、流通路(17)を介して管状継手(11)内に流出し、
この管状継手(11)内を流動してホルダー部(15)に接続したインジェクターから、吸気管や
シリンダー内に燃料が噴射される。
【００２３】
　この噴射の脈動やフューエルデリバリパイプ本体(10)内の燃料の流動圧等により、上下
壁(12)及び両側壁(13)に強い変形力が作用して、この上下壁(12)と管状継手(11)との接続
部に、強い応力が作用する。しかしながら、上下壁(12)と管状継手(11)の壁面を平行に配
置するとともに、この接続部を溶接又はろう付けにより、フィレット(18)を介して広い接
触面積で接触しているので、変形応力が分散されて一部に集中する事がない。従って、フ
ィレット(18)及びその付近への亀裂の発生等の不具合を抑制して、フューエルデリバリパ
イプ本体(10)と管状継手(11)との気密性を長期間に亘り良好に保ち、燃料漏れ等の防止効
果を高める事ができる。その結果、インジェクターからの良好な燃料噴射を持続する事が
でき、耐久性に優れる高品質なフューエルデリバリパイプを得る事ができる。
【実施例２】
【００２４】
　図３、４に示す実施例２では、実施例１と同様にフューエルデリバリパイプ本体(10)の
一方の上下壁(12)に管状継手(11)を接触配置し、この上下壁(12)に開口した流出孔(14)と
管状継手(11)に開口した導入孔(16)を連通させて流通路(17)を形成している。そして、こ
の流通路(17)の外周に於いて、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)とを溶
接固定又はろう付け固定する事により、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(1
1)とを連結している。実施例２では更に、このフューエルデリバリパイプ本体(10)と管状
継手(11)との接続部を、金属材製の頑丈な固定部材(21)で固定している。この固定部材(2
1)は、管状継手(11)を跨いで両端を、一方の上下壁(12)に溶接固定又はろう付け固定して
いる。
【００２５】
　この固定部材(21)の固定位置では、固定部材(21)の有する剛性により、燃料の流動等に
より上下壁(12)に作用する変形力を分散吸収する事ができる。従って、フューエルデリバ
リパイプ本体(10)と管状継手(11)との接続部に作用する変形応力を低減させる事ができる
とともに、この変形応力が接続部の広い接触面積で分散されるだけでなく固定部材(21)に
よっても分散され、接続部の強度を更に高める事ができ、燃料漏れ等のない噴射を持続す
る事が可能となり、製品の耐久性を向上させる事ができる。
【実施例３】
【００２６】
　本発明の実施例３を、図５、図６に於いて説明する。上記実施例１、２では、フューエ
ルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)とを、直に溶接固定又はろう付け固定している
が、本実施例３では、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)との間に、フュ
ーエルデリバリパイプ本体(10)の上下壁(12)の変形を抑制可能な頑丈な金属板製の介装部
材(22)を介装させている。この介装部材(22)は、フューエルデリバリパイプ本体(10)の外
表面に溶接又はろう付けにより接続固定し、この介装部材(22)の上面に、管状継手(11)を
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溶接又はろう付けにより接続固定している。このような配置により、フューエルデリバリ
パイプ本体(10)の上下壁(12)、介装部材(22)及び管状継手(11)の各面が平行に配置して接
続固定されるものとなる。また、介装部材(22)には、貫通孔(23)を開口し、この貫通孔(2
3)を介して、フューエルデリバリパイプ本体(10)の流出孔(14)と管状継手(11)の導入孔(1
6)とを連通させ、燃料の流通路(17)を形成している。
【００２７】
　また、上記実施例１、２では、側面形状がコ字形の管状継手(11)を、断面形状が正方形
状のフューエルデリバリパイプ本体(10)に交差させて連結し、インジェクターのホルダー
部(15)を、フューエルデリバリパイプ本体(10)の他方の上下壁(12)方向に開口させている
。これに対して、実施例３では、フューエルデリバリパイプ本体(10)を、一対の狭幅な両
側壁(13)と一対の広幅な上下壁(12)とを有し断面形状を矩形とする偏平形に形成している
。また、広幅な上下壁(12)の一方を可撓性を有するアブゾーブ壁面とし、このアブゾーブ
壁面とは反対側の広幅な上下壁(12)に、側面形状がコ字形の管状継手(11)を、前記介装部
材(22)を介して、互いの管軸が平行となるよう接続配置している。この配置により、図５
に示す如く、管状継手(11)のホルダー部(15)が、フューエルデリバリパイプ本体(10)の一
方の幅狭な両側壁(13)方向に開口するものとなる。そして、この狭幅な両側壁(13)に、ブ
ラケット(20)を接続固定している。
【００２８】
　実施例３の如く、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)との間に頑丈な介
装部材(22)を介装する事により、この介装部材(22)の接続位置での燃料の流動圧による上
下壁(12)の変形を抑制する事ができるとともに、介装部材(22)及び金属材又はろう材のフ
ィレット(18)により、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)とを広面積で接
触固定する事ができる。そのため、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)と
の接続部への変形応力が低減されるとともに、この変形応力を広い接触面積の接続部と介
装部材(22)によって分散して、接続部の接続強度をより強固とし、接続安定性を向上させ
る事ができ、燃料漏れ等のない良好な燃料噴射が可能となる。
【実施例４】
【００２９】
　本発明の実施例４を、図７、図８に於いて説明する。上記実施例３では、ブラケット(2
0)とは別個の金属板製の介装部材(22)を使用していたが、本実施例４では、ブラケット(2
0)を介装部材(22)として兼用している。その構成は、断面形状を矩形とする偏平形のフュ
ーエルデリバリパイプ本体(10)の広幅な上下壁(12)に、側面形状がＬ字形のブラケット(2
0)を溶接固定又はろう付け固定する。そして、このブラケット(20)の上面に、側面形状が
コ字形の管状継手(11)を２つ溶接固定又はろう付け固定する事により、ブラケット(20)を
介して上下壁(12)の一方に管状継手(11)を連結し、４気筒仕様の製品としている。また、
ブラケット(20)には、貫通孔(23)を開口し、この貫通孔(23)を介して、上下壁(12)に開口
した流出孔(14)と管状継手(11)の側面に開口した導入孔(16)とを連通させ、燃料の流通路
(17)を形成し、この流通路(17)の外周に於いてブラケット(20)と管状継手(11)とを溶接固
定又はろう付け固定している。
【００３０】
　この実施例４に於いても、ブラケット(20)を介してフューエルデリバリパイプ本体(10)
と管状継手(11)とを広い接触面積で、互いの壁面が平行となるよう接触配置する事ができ
るとともに、、ブラケット(20)の剛性により、燃料流動圧による上下壁(12)の変形を抑制
する事ができる。従って、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)との接続部
への変形応力の一部への集中を防止して、燃料漏れ等のない円滑な燃料噴射を持続させる
事が可能となる。
【００３１】
　尚、上記実施例３、４では、ブラケット(20)を取り付けていない上下壁(12)のみをアブ
ゾーブ壁面としているが、ブラケット(20)を取り付けた上下壁(12)をもアブゾーブ壁面と
しても良い。この場合も、燃料の流動圧でアブゾーブ壁面が撓み変形するが、ブラケット
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(20)を接続した部分は変形が抑制され、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(1
1)との接続部に作用する変形応力を低減する事ができる。
【実施例５】
【００３２】
　次に本発明の実施例５を、図９、図１０に於いて説明する。上記実施例４では、側面形
状がＬ字形のブラケット(20)を介して、幅広な上下壁(12)に管状継手(11)を連結し、ブラ
ケット(20)の貫通孔(23)を介して、広幅な上下壁(12)に開口した流出孔(14)と管状継手(1
1)の側面に開口した導入孔(16)とを連通させている。これに対して、実施例５では、図１
０に示す如く、側面形状がクランク状のブラケット(20)を、狭幅な一方の両側壁(13)に溶
接固定又はろう付け固定し、上下壁(12)とブラケット(20)とは接続固定せず、隙間を介在
させている。そして、狭幅な両側壁(13)に、ブラケット(20)を介して管状継手(11)を連結
している。このように、広幅な上下壁(12)にブラケット(20)や管状継手(11)を接続しない
ので、一対の幅広な上下壁(12)の双方を可撓性を有するアブゾーブ壁面とする事ができる
。
【００３３】
　また、フューエルデリバリパイプ本体(10)の狭幅な両側壁(13)に燃料の流出孔(14)を開
口し、この流出孔(14)に対応する位置でブラケット(20)に貫通孔(23)を開口し、管状継手
(11)の導入孔(16)と連通させて、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)との
燃料の流通路(17)を形成し、この流通路(17)の外周に於いてブラケット(20)と管状継手(1
1)とを溶接固定又はろう付け固定している。
【００３４】
　実施例５に於いても、ブラケット(20)を介してフューエルデリバリパイプ本体(10)と管
状継手(11)とを、互いの壁面が平行で且つ広い接触面積で接触配置する事ができ、接続部
に作用する変形応力を分散して、一部への変形応力の集中を抑制する事ができる。更に、
ブラケット(20)の取付位置での両側壁(13)の変形力を吸収して、変形応力を低減する事が
できる。従って、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)との接続部の接続強
度が強固となり、接続安定性が高まるので、接続部の気密性を長期間に亘り保つ事ができ
、燃料漏れ等のない燃料噴射が可能となる。
【実施例６】
【００３５】
　また、上記実施例５では、ブラケット(20)を両側壁(13)のみに接続固定し、上下壁(12)
には固定していないが、図１１に示す実施例６では、ブラケット(20)を両側壁(13)と上下
壁(12)とに溶接固定又はろう付け固定している。そして、このブラケット(20)を介して、
両側壁(13)側に、管状継手(11)を溶接固定又はろう付け固定している。
【実施例７】
【００３６】
　次に本発明の実施例７を、図１２、図１３に於いて説明する。本実施例７では、上下壁
(12)の一方にブラケット(20)を溶接固定又はろう付け固定し、その外面に管状継手(11)を
溶接固定又はろう付け固定している。そして、この管状継手(11)は、ホルダー部(15)を設
けた両端を、取り付け側の一方の上下壁(12)から他方の上下壁(12)方向に円弧状に湾曲し
て突設するとともに、この他方の上下壁(12)をアブゾーブ壁面としている。従って、この
アブゾーブ壁面とした他方の上下壁(12)の下面に、インジェクターが配置され、燃料噴射
時のインジェクターからの放射音を、この他方の上下壁(12)で吸収する事が可能となる。
【実施例８】
【００３７】
　本発明の実施例８を、図１４に於いて説明する。この実施例８は、前記図７、８に示す
実施例４と同様に、一方の上下壁(12)に、ブラケット(20)を介して管状継手(11)を溶接固
定又はろう付け固定している。そして、一方の管状継手(11)は両側にホルダー部(15)を形
成しているが、他方の管状継手(11)は、一側のみにホルダー部(15)を形成する事により、
３気筒仕様のフューエルデリバリパイプとしたものである。この実施例８の場合も、接続
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部付近の断面形状は、図８に示す通りである。
【実施例９】
【００３８】
　本発明の実施例９を、図１５に於いて説明する。この実施例９では、両側にホルダー部
(15)を設けた直線的な管状継手(11)を、フューエルデリバリパイプ本体(10)の一方の上下
壁(12)に、互いの管軸が平行となるよう配置するとともに、管状継手(11)と上下壁(12)と
の間に、この上下壁(12)の変形を抑制可能な頑丈な金属板製の介装部材(22)を介装させて
いる。この介装部材(22)とフューエルデリバリパイプ本体(10)及び管状継手(11)とを各々
溶接固定又はろう付け固定する事により、フューエルデリバリパイプ本体(10)の流出孔(1
4)、介装部材(22)の貫通孔(23)及び管状継手(11)の導入孔(16)とを連通させ、燃料の流通
路(17)を形成している。
【００３９】
　更に、実施例９では、流出孔(14)、貫通孔(23)及び導入孔(16)内に流通管(24)を挿通し
、この流通管(24)の外周とフューエルデリバリパイプ本体(10)の上下壁(12)及び管状継手
(11)の内壁面とを溶接固定又はろう付け固定し、この流通管(24)内を燃料の流通路(17)と
している。この流通管(24)を配置する事により、流出孔(14)、貫通孔(23)及び導入孔(16)
の位置合わせが確実となって、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手(11)間の燃
料の円滑な流通が可能な流通路(17)を確保する事ができるとともに、ろう材ダレ等による
流通路(17)の閉塞を防止する事も可能となる。従って、フューエルデリバリパイプ本体(1
0)から管状継手(11)を介してインジェクターへの燃料の円滑で確実な供給が可能となる。
【００４０】
　更に、この流通管(24)の存在によって、フューエルデリバリパイプ本体(10)と管状継手
(11)との接続部の強度が高まり、接続部に応力が作用した際に流通管(24)が支えとなる事
により、フィレット(18)及びその付近への亀裂の発生を、より効果的に防止する事ができ
る。そして、接続部の接続安定性と気密性を長期間に亘り保持して、燃料漏れ等のない良
好な燃料噴射を持続する事が可能となる。尚、本実施例では、流通管(24)の両端をフュー
エルデリバリパイプ本体(10)内と管状継手(11)内に突出させているが、流通管(24)の両端
をフューエルデリバリパイプ本体(10)の内壁面や管状継手(11)の内壁面と面一に形成して
も良い。
【００４１】
　また、上記各実施例では、フューエルデリバリパイプ本体(10)の断面形状を、四角形又
は矩形としているが、楕円形、長円形、三角形、五角形以上の多角形、キー形、フラスコ
形、臼形、ゴーグル形等の形状としても良い。また、一端から他端まで同一形状でフュー
エルデリバリパイプ本体(10)を形成しても良いし、一部を異なる形状としても良い。また
、本発明の管状継手(11)は、図１等に示すような厚肉で変形を抑制可能な剛性の高い壁面
を有するフューエルデリバリパイプ本体(10)に接続しても良いし、図５に示すようなアブ
ゾーブ壁面を有するフューエルデリバリパイプ本体(10)に接続しても良い。また、本発明
の管状継手(11)をロール成形や板金プレス成形により形成したフューエルデリバリパイプ
本体(10)に接続しても良いし、板金プレス製の合わせ箱形式のフューエルデリバリパイプ
本体(10)に接続しても良く、フューエルデリバリパイプ本体(10)の構造や製造方法等は問
わず、何れのフューエルデリバリパイプ本体(10)に於いても、変形応力の分散効果による
、気密性の保持が可能となるものである。また、フューエルデリバリパイプ本体(10)の壁
面と管状継手(11)、ブラケット(20)、介装部材(22)、ホルダー部(15)等は、一括して溶接
固定又はろう付け固定しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の実施例１のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図２】実施例１のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
【図３】本発明の実施例２のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図４】実施例２のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
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【図５】本発明の実施例３のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図６】実施例３のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
【図７】本発明の実施例４のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図８】実施例４のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
【図９】本発明の実施例５のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図１０】実施例５のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
【図１１】実施例６のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
【図１２】本発明の実施例７のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図１３】実施例７のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
【図１４】本発明の実施例８のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図１５】本発明の実施例９のフューエルデリバリパイプの断面図。
【図１６】従来例１のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図１７】従来例１のフューエルデリバリパイプ本体と管状継手との接続部の断面図。
【図１８】従来例２のフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図１９】従来例２のフューエルデリバリパイプ本体とホルダー部との接続部の断面図。
【符号の説明】
【００４３】
１０　フューエルデリバリ本体
１１　管状継手
１４　流出孔
１５　ホルダー部
１６　導入孔
１７　流通路
２０　ブラケット
２１　固定部材
２２　介装部材
２３　貫通孔
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